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私
立
大
学
の
強
み
は
、
建
学

の
精
神
に
基
づ
い
た
自
主
的
で

多
様
性
の
あ
る
教
育
研
究
の
推

進
だ
と
思
い
ま
す
。
１
３
８
年

前
に
創
立
さ
れ
た
専
修
大
学
の

建
学
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
石

巻
専
修
大
学
は
「
社
会
に
対
す

る
報
恩
奉
仕
」
と
い
う
建
学
の

精
神
の
下
、
石
巻
地
域
で
唯
一

の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
活
動

を
展
開
し
、
こ
の
４
月
１
日
に

は
創
立
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

「
社
会
知
性
の
開
発
」
を
理
念

と
し
て
掲
げ
、
社
会
の
諸
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、「
学
生
第
一
主
義
」
を
基

本
に
置
い
た
大
学
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

多
様
な
学
び
の
道

　
こ
の
理
念
を
踏
ま
え
、
石
巻

専
修
大
学
で
は
社
会
に
輩
出
し

た
い
人
物
像
と
し
て
、「
社
会

の
諸
問
題
に
、
自
分
の
役
割
を

自
覚
し
て
取
り
組
む
た
め
に
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
」
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
人
を
社
会
に
送
り
出
す
た

め
に
、
主
体
的
な
学
習
を
取
り

入
れ
た
実
践
的
な
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
創
立
30
年
を
迎
え
た
石
巻
専

修
大
学
で
は
、学
部
・
学
科
ご
と

に
、
体
系
だ
っ
た
学
問
分
野
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
専
門
を
超
え

た
社
会
知
性
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
、
学
部
を
超
え
た
他
学
科

の
授
業
科
目
を
学
ぶ
学
科
間
ジ

ョ
イ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

経
営
学
部
の
学
生
が
専
修
大
学

経
営
学
部
で
半
年
間
学
ぶ
国
内

留
学
制
度
な
ど
、
多
様
な
学
び

の
道
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
実
社
会
で
問
わ
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
体

力
、
組
織
運
営
能
力
と
い
っ
た

人
間
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、

サ
ー
ク
ル
活
動
や
自
発
的
な
研

究
活
動
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

夢
の
実
現
へ

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
直
後
か
ら
、
施
設

の
提
供
や
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
支

援
、
生
活
支
援
、
教
育
支
援
、

研
究
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
学
生
諸
君
は
、
こ
う
し

た
活
動
に
積
極
的
に
加
わ
っ

て
、
石
巻
専
修
大
学
で
し
か
で

き
な
い
経
験
を
積
ん
で
い
ま

す
。
学
部
１
年
次
の
全
学
共
通

科
目
に
は
、
石
巻
の
魅
力
を
学

ぶ
「
い
し
の
ま
き
学
」
や
「
復

興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
」
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
石
巻
専

修
大
学
は
「
多
様
な
学
び
の
力

で
、
学
生
一
人
一
人
が
夢
の
実

現
に
向
け
て
飛
躍
で
き
る
大

学
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
６
年
度
か

ら
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
に
採
択
さ
れ
た
、

「
震
災
の
復
興
か
ら
地
域
資
源

の
新
結
合
に
よ
る
産
業
創
出
へ

｜
草
葉
起
源
に
よ
る
内
水
面
養

殖
事
業
の
創
出
｜
」
を
進
め
て

い
ま
す
。
地
域
資
源
の
新
結
合

に
よ
る
産
業
創
出
を
石
巻
専
修

大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
と
す
べ
く
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
震
災
未

利
用
地
な
ど
に
設
け
た
水
槽
に

よ
る
魚
介
類
養
殖
事
業
の
創
出

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
、
未
来
の
視
点
か

ら
考
え
て
今
な
す
べ
き
こ
と

を
、
全
学
を
挙
げ
て
推
進
し
て

い
ま
す
。

　「
専
大
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
」
｜
｜
。
石
巻
専
修

大
学
経
営
学
部
生
が
特
別
聴

講
生
と
し
て
専
修
大
学
経
営

学
部
の
学
生
と
一
緒
に
学
ぶ

国
内
留
学
。
３
年
次
前
期
の

半
年
間
、
授
業
で
専
門
知
識

を
習
得
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な

ど
で
新
た
な
人
間
関
係
を
築

く
。

　
今
年
４
月
か
ら
２
期
生
の

３
年
次
生
５
人
が
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
勉
学
に
励
ん
で
い

る
。
２
人
に
聞
い
た
。

　
小
野
寺
一
樹
さ
ん
（
宮
城

県
仙
台
育
英
学
園
高
）
は

「
授
業
を
通
じ
て
、
大
学
で

は
積
極
性
と
主
体
性
を
持
っ

て
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
改

め
て
分
か
っ
た
」
と
語
る
。

特
に
興
味
が
あ
る
授
業
は

「
研
究
開
発
と
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」（
小
沢
一
郎
教
授
）。

　
所
属
し
て
い
る
馬
塲
杉
夫

ゼ
ミ
で
は
「
先
生
や
ゼ
ミ
生

た
ち
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ

た
の
で
、
す
ぐ
に
溶
け
込
め

た
」
と
笑
顔
で
話
す
。
休
み

の
日
は
新
宿

や
横
浜
で
買

い
物
や
食
事

を
楽
し
ん
で

い
る
。

　
国
内
留
学

１
期
生
の
ゼ

ミ
の
先
輩
に

勧
め
ら
れ
、

「
経
営
学
、

特
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の

知
識
を
伸
ば

し
た
い
」
と

意
欲
を
燃
や

す
の
は
阿
部
舜
さ
ん
（
宮
城

県
名
取
北
高
）。
蔡チ

ェ
イ
ン

錫ソ
ク

ゼ

ミ
に
入
っ
た
。
テ
ー
マ
は
組

織
行
動
論
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト

を
行
い
、
活
発
に
意
見
を
戦

わ
せ
て
い
る
。

　
最
初
に
蔡
教
授
か
ら
「
分

か
ら
な
か
っ
た
ら
質
問
し

て
。
と
に
か
く
声
を
出
す
よ

う
に
」と
言
わ
れ
た
。ゼ
ミ
の

雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
た
が
、

「
テ
ー
マ
に
沿
い
、
問
題
意

識
を
も
っ
て
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
国
内
留
学
２
期
生
は
ほ
か

に
菅
原
謙
斗
さ
ん
（
宮
城
県

仙
台
育
英
学
園
高
）、
熊
谷

祥
さ
ん
（
宮
城
県
宮
城
広
瀬

高
）、
千
葉
優
大
さ
ん
（
岩

手
県
一
関
第
一
高
）。
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
生

田
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
を

送
っ
て
い
る
。

学 部 学　科 人 数

理　工

食 環 境 78( 17)

生 物 科 学 233( 57)

機 械 工 93(  0)

情報電子工 101(  5)

生物生産工 2(  0)

小計 507( 79)

経　営 経 営 474( 56)

人　間

人 間 文 化 117( 34)

人 間 教 育 136( 50)

小計 253( 84)

合　　　計 1,234(219)

◆ 学 部 ◆
課程 研究科 専　攻 人 数

修  

士

理 工 学

物 質 工 学 1( 0)

機械システム工学 1( 0)

生 命 科 学 5( 1)

経 営 学 経 営 学 5( 1)

合計 12( 2)

課程 研究科 専 攻 人 数

博
士
後
期

理 工 学
生命環境科学 0( 0)

物質機能工学 0( 0)

経 営 学 経 営 学 2( 1)

合計 2( 1)

◆ 大 学 院 ◆
2018年度学生数 ※５月１日現在（カッコ内は女子内数）

本年４月、
創立 30 年を
迎えました

　
今
年
、
創
立
30
年
を
迎
え
た
石
巻
専
修
大
学
。
特
集

（
４
〜
７
面
）
で
は
尾
池
守
学
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
特

色
あ
る
学
び
、
就
職
状
況
、
地
域
で
活
躍
す
る
卒
業
生

の
ほ
か
、
勉
学
・
研
究
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
生
き
生
き

と
活
動
す
る
学
生
た
ち
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

「
学
生
第
一
主
義
」基
本
に

実
践
的
教
育
に
取
り
組
む

　
他
の
学
部
学
科
の
科
目
を

勉
強
し
、
専
門
を
超
え
た
社

会
知
性
を
身
に
つ
け
る
｜

｜
。
石
巻
専
修
大
学
の
３
学

部
７
学
科
の
利
点
を
生
か
す

学
科
間
相
互
履
修
の
「
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

始
ま
っ
た
。

　
所
属
学
科
の
専
門
教
育
科

目
を
学
び
な
が
ら
、
別
の
学

科
の
専
門
教
育
科
目
を
履
修

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の

分
野
の
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。そ
の
結
果
、進
路
選

択
の
幅
が
広
が
る
。

　
例
を
挙
げ
る
と
▽
自
動
車

整
備
士
に
な
り
た
い
機
械
工

学
科
の
学
生
が
「
企
業
組
織

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
経
営
学

科
）
で
企
業
家
精
神
を
学
ぶ

▽
経
営
学
科
の
学
生
が
「
地

域
ス
ポ
ー
ツ
論
」

（
人
間
文
化
学
科
）

で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
を
学

び
、
地
域
を
元
気
に

す
る
力
を
身
に
つ
け

る
｜
｜
な
ど
だ
。

　
情
報
電
子
工
学
科

（
理
工
学
部
）２
年
次

の
武む

藏さ
し

開
さ
ん（
岩

手
県
大
船
渡
高
）
は

後
期
か
ら
機
械
工
学

科
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
工
学
を
学
ぶ
。

情
報
電
子
工
学
科
の
教
員
か

ら
勧
め
ら
れ
申
し
込
ん
だ
。

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
で
、
立
体
状
の
製
図
を

直
接
操
作
す
る
。「
今
は
三

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
主
流
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
興

味
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
進
路

先
は
漠
然
と
し
て
い
ま
す

が
、
積
極
的
に
学
ん
で
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

「積極的に学びたい」と話す武藏さん

国
内
留
学
２
期
生

学
び
に
意
欲 

交
流
深
め
る

▲生田キャンパスで勉学に励む小野寺さん（中央）

▼蔡教授、ゼミの仲間と阿部さん（前列中央）

進路選択の幅広がる

ジョイント・プログラム

創立30年を迎えて 尾池守学長メッセージ

キャンパスライフを楽しむ学生たち＝2018年５月

石巻専修大学第１期生の学位記授与式

＝1993年３月24日、森口記念館


